
日本教師教育学会
公開シンポジウム　オンライン開催

教師教育の現在を 　　　　　
　　　  秋田の地から照射する
－教員養成・研修の標準化と多様性、そして主体性－

教師教育の現在を 　　　　　
　　　  秋田の地から照射する
－教員養成・研修の標準化と多様性、そして主体性－

　中央教育審議会は、2021年1月の答申において、日本型学校教育は諸外国から高い評価を受けて
いるとし、その最大の要因に「子どものためであればと頑張る教師の献身的な努力」を挙げています。
しかし今、社会構造の変化に伴い、日本型学校教育を維持していくためには、早急に抜本的な対策が
必要であるとも述べています。本シンポジウムでは、全国の教育関係者が注目してきた秋田の教育の
成果と課題を踏まえながら、全国の教育の現状、中教審での論議などを精査し、今後の教師の学びの
在り方について検討します。

2022年９月17日（土）　14：30～17：30

【主催】日本教師教育学会　【共催】秋田大学教育文化学部
【後援】秋田県教育委員会、秋田市教育委員会
【問い合わせ先】秋田大学教育文化学部　田仲　誠祐
　　　　　　　　〒010－8502　秋田市手形学園町１－１
　　　　　　　　☎ 018（889）2766　　E-mail：s-tanaka@gipc.akita-u.ac.jp

期日・時刻

参　加　費

登　壇　者

申 込 方 法

無　料（シンポジウムのみの参加の場合）

シンポジスト 貞広　斎子（千葉大学）
 阿部　　昇（秋田大学名誉教授）
 千々布敏弥（国立教育政策研究所）
指定討論者 石井　英真（京都大学）
コーディネーター 福島　裕敏（弘前大学）
 佐藤　修司（秋田大学）

オンラインにて申込
　＊日本教師教育学会第32回研究大会への申込も可能です。（裏面をご覧ください）



9：00 10：00 11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00 20：00

日本教師教育学会第32回研究大会

大会テーマ

「教員養成・研修の標準化と多様性、そして主体性」
会期：2022年９月16日（金）・17日（土）・18日（日）
会場：オンラインにより実施
共催：秋田大学教育文化学部
後援：秋田県教育委員会、秋田市教育委員会

○公開シンポジウムのみ参加希望　⇒　事前申込必要・参加費無料
○第32回研究大会に参加希望　　  ⇒　事前申込必要・参加費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（非会員は2,000円）

下記の申込URLから事前参加申し込みを行ってください。
　　　　　　　　　　　　　　（申し込み締め切り８月末日）
参加に必要な情報は、９月12日以降メールでお伝えします。

申込URL　　https://32nd.jsste.jp/registration/

大 会 日 程

参加希望の非会員の皆様へ

課題研究のテーマは次のようになります。
課題研究Ⅰ　「令和の日本型学校教育」における〈個別最適な学び〉と〈協働的な学び〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―〈能力〉〈評価〉の視点から―
　　　　　　【報告】桜井智恵子（関西学院大学）　奈須正裕（上智大学）　浅井幸子（東京大学）
　　　　　　【コメンテーター】油布佐和子（早稲田大学）
課題研究Ⅱ　大学における教職課程の「グランドデザイン」を描く
　　　　　　【報告】鹿毛雅治（慶應義塾大学）　岩田康之（東京学芸大学）　勝野正章（東京大学）
　　　　　　【指定討論】松下佳代（京都大学）　高野和子（明治大学）
課題研究Ⅲ　諸外国における「教員不足」―議論の足場を探る
　　　　　　【報告】伊井義人（大阪公立大学）　植田みどり（国立教育政策研究所）
　　　　　　　　　 原北祥悟（崇城大学）　佐藤仁（福岡大学）

13：00～15：00
附属小学校授業録画配信

16：00～18：00
ラウンドテーブル
若手研究者育成支援部

19：00～
理事会

9：30～12：00
自由研究発表
ポスター発表

昼食 13：00～14：15
総会

9：30～12：00
自由研究発表

昼食 13：00～16：00
課題研究（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

14：30～17：30
公開シンポジウム

17：45～18：45
情報交換会

1日目
9月16日
金曜日

2日目
9月17日
土曜日

3日目
9月18日
日曜日


